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（平成 29 年度資料 6） 

漁業現場で使えるメバチ脂肪測定装置の開発～商品化 
開発調査センター 浮魚類開発調査グループ 

 
研究の背景・目的 

1. 遠洋まぐろはえなわ漁業は、刺身用まぐろ類を供給す

る重要な漁業であり、日本船が生産する高品質の製品

は、市場で高い評価を得ています。 

2. 開発調査センターでは、当該漁業の持続的な発展に

資するため、操業の効率化や漁獲物の高付加価値化、

省エネルギー対策等、当該漁業の収益性改善に向け

た複合的な取組を行ってきました。 

3. このうち漁獲物の高付加価値化に関しては、刺身の

主力商材であるメバチに関するこれまでの研究により、

脂肪含量が価格形成に大きな影響を与えていることが

明らかになりました。そこで、脂肪含量等の情報を高付

加価値化に活用するために、平成 26 年度より近赤外分

光器の専門メーカーである相馬光学(株)等と共同で、船

上で迅速かつ正確に脂肪含量を測定できる現場対応

型の脂肪測定器（ハンディ型近赤外分光測定器）の開

発に取組みました。 
 

研究成果 

1. メバチの個体ごとの脂肪含量を把握する方法とし

て、近赤外線分光装置を用いて、船上でメバチの尾部

切断面におけるわかれ身の脂肪含量を測定する手法

を確立しました。 

2. 船上で1尾毎に脂肪含量を計測し、その結果を開示

した試験販売を三崎水産物卸売市場において実施し

たところ、仲買人の目利きによる脂肪含量の推定（非

開示）と脂肪含量測定値（開示）ともに脂肪含量が多

くなるにつれて、販売単価も高くなる傾向にありま

した(図１)。脂肪含量測定値とプロの目利きは、ほぼ

同程度の評価を行えることが分かりました。この試

験販売によって、脂肪含量測定値が目利きによる評

価と比較可能であることが市場で認知されるに至り

ました。 

3．既存の測定器は、個々の機器による誤差（機差）が

大きいことや船上使用での耐久性に問題がありまし

たが、今回開発した機種は、機差が少なく、1秒で正

確な計測ができ、かつ課題であった厳しい船上環境

での使用も可能な防水性や耐衝撃性能を有していま

す。本機種は、船上での実用化試験を経て、平成 29

年9月にメーカーから販売されました（図2）。 

図１．脂肪含量別のメバチ販売単価（円/kg） 

図２．販売された脂肪含量測定装置 

 

波及効果 

各個体に脂肪含量や漁獲時の生死等のトレース可

能な情報を付加すれば、個体ごとの客観的な品質評価

が可能となり、生産者にとっては製品の信頼性を高め

られる等、メリットは大きいと思われます。今後は、

メバチ以外にもカツオやミナミマグロ等、他の魚種に

も対応可能な検量線を加えて、汎用性を高めていくこ

ととしています。 
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津波に対する粘り強い防波堤構造の開発 
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研究の背景・目的 
1. 漁港の防波堤は、波浪などから漁船や漁村を守る重

要な施設です。しかし、東日本大震災では、巨大津波

によって多くの防波堤が倒壊しました（図 1）。 

図１．津波で倒壊した防波堤の例（岩手県 田老漁港） 

 
2. 震災を教訓として、数十年から百数十年の間隔で発生

する津波（「設計津波」といいます。地域によってその高

さが 10 m を超える場合もあります）に耐えられる防波堤

の設計方法が示されましたが、数百年から千年に一度

のような非常に大きな津波に対応し、より倒れにくく、全

壊までの時間を延ばすことができる「粘り強い」防波堤

が求められています。 

3. そこで、私たちは模型実験を行い、粘り強い防波堤の

開発に取り組みました。 

 

研究成果 

1. 東日本大震災では、防波堤を越える非常に大きな津

波が発生し、防波堤の港内側で石を積んだ基礎（マウン

ド）が剥がされ、その下の地盤がえぐりとられて、数多く

の防波堤が倒れてしまいました。そこで、マウンドを安

定に保つため、表面をブロックで覆うこと（被覆ブロック）

を考え、模型実験により、その有効性を確かめました。 

2. 図 2 は、左から来た津波が、コンクリートの堤体（てい

たい）を越え、その裏側へ落水するようすを模型実験で

再現したものです。被覆ブロックは、落水からマウンドを

守りますが、強い落水が直撃すると剥がれて流失しま

す。 

3. 防波堤の上には突起状の構造（パラペット）があり、台

風などの高い波が防波堤を越えることを防いでいます。

これを応用して落水の勢いを減らすことができれば、被

覆ブロックは剥がれにくくなると考え、パラペットの大き

さを変えた防波堤の模型を用意して実験を行いました。 

4. その結果、パラペット幅を広くすると落水が被覆ブロッ

クを直撃しにくくなり、防波堤は倒れず安定を保つこと

がわかりました。パラペット幅を堤体の幅の 30％以上に

すると、パラペット無しの場合に比べて、15%高い津波

に対しても、安定が保たれました（図 3）。 

図２．津波を再現した模型実験 

図３．模型実験の結果 

 
波及効果 
1. パラペットと被覆ブロックを設置することで、「設計津波」

を超える巨大な津波にも防波堤は安定を保ち、漁船や

漁村を守ることができます。 

2. 被覆ブロックと適切な大きさのパラペットを組み合わせ

ることで、被覆ブロックを重くする対策や、港内側のマウ

ンドをかさ上げする対策よりも低コストで粘り強い防波堤

が実現します。 
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